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令和６年9月16日、柏原市の一般廃棄
物最終処分場をお借りし、関係機関との
連携強化と土砂埋没者の検索救助を主
眼とした訓練を実施しました。
広域化時に創設された風水害対応高
度救助機動部隊の指揮のもと、日本レス
キュー協会の災害救助犬の人命検索を皮
切りに、特別救助隊は地中音響探知機を
用いて要救助者の検索を行い、班分けさ
れた地元消防団と協力し、土砂の除去、
搬出、救出救助活動を行いました。
救助された傷病者は、救急隊がトリア
ージと応急処置を行い、大阪市消防局航
空隊と指揮隊による無線交信、ヘリテレ
も活用し、消防ヘリによる傷病者搬送を
実施しました。
今回の訓練を通し、埋没者検索の難し
さ、人手だけによる土砂除去の大変さを
体験するとともに、知識及び技術の向上
を図り、発災時、迅速かつ的確な活動が
行えるよう、訓練や検証を重ね、さらなる
救助技術の高度化と関係機関との連携
強化を目指します。

令和６年９月１４日深北緑地球技広場
で、ふかきたフェスティバル2024第１部と
して、大東四條畷消防組合設立10周年
記念「消防・防災フェア」を開催し、約
3000人のご来場をいただきました。
このイベントは、当消防組合の設立10
周年を記念して、市民の皆様に消防をより
身近に感じていただくことを目的に、特設
ステージでは、大東市民音楽隊による演
奏をはじめ、大声コンテストや消防クイズ
などを、体験ブースでは、はしご車搭乗や
ロープ渡過体験のほか、廃棄ホースを再
利用した財布作りなどを行いました。
さらに、医師会協賛の「救急フェア」同
時開催や市危機管理部局による非常食
の配布、警察、自衛隊による車両展示など
のご協力もいただき、各ブースとも順番待
ちができるほど盛況で、猛暑の中でした
が、子どもたちの笑顔があふれていまし
た。
今後も、市民の安心・安全を確保するた
め、職員一丸となり業務に精励してまいり
ます。

大東四條畷消防本部
組合設立10周年記念
「消防・防災フェア」を開催

大阪南消防局
土砂埋没者検索救出救助訓練を
実施
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茨木市消防本部では、安威川ダムにお
ける水難救助事案に対して迅速かつ適切
に対処するため、令和６年６月にダム湖で
の救命ボート操縦訓練を、８月にダム左
岸においてツーリング中であったバイクの
運転者が崖下に転落したという想定のも
と、救助隊・警防隊・救急隊合同で救命
ボートを使用し、ダム左岸から右岸への
救出活動を実施しました。
訓練では、２級小型船舶操縦士免許を
取得している隊員が操縦訓練や要救助者
救出訓練を行うことで、操船技術の向上
に加え、ダム湖における救命ボートの入水
場所の再確認や地形把握など、今後の現
場活動に活かすための貴重な経験が得ら
れました。
今後も、水難救助体制の充実化を図る
とともに、複雑・多様化する災害に迅速
的確に対応するため、実践的な訓練や教
養等を積極的に実施し現場活動能力の
向上に努めてまいります。

日本最長の歩行者専用吊
り橋が「ダムパークいばき
た」に今春開業予定▶▶▶

忠岡町消防本部では、若手職員を中心
とした消防資器材の取扱い説明や予防業
務に関する勉強会を職員間で実施してい
ます。
自らが調べ発表することで、プレゼン能
力の向上や幅広い知識を得ることがで
き、発表を聞く側としても再認識すること
や、新たな知識も増えることで、大変有意
義な時間となっています。
予防業務に関する勉強会では人事異動
により、予防経験がない職員に対しても消
防用設備や危険物等の基本的な知識の
向上を図るとともに、発表する側もどう説
明し、指導すれば良いかを学び、日々励ん
でいます。
忠岡町消防本部は職員数が少ないため
大半が兼任業務を担っており、幅広い高
度な知識が求められます。
一人一人が責任を持ち、職員間の勉強
会で情報共有を大切にすることで、職員
のスキルアップを図り、多種多様な災害等
に対応すべく個々の人材育成の強化にも
取り組んでいきたいと考えています。

忠岡町消防本部
勉強会で職員のスキルアップ！

茨木市消防本部
安威川ダム事案対応訓練を実施
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